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• 取扱説明書をよくお読みのラえ、正しく安全にお使いください。 

♦ご使用前に r ま全上のごま意」（已〜8ページ）を必ずお読みください。 

♦保証書は「お買い上げ曰•販売店名」などの記入を確かめ、取扱説明書ととちに大切に保管してください。 





はじめに 


はじめに 

このたびは、/け■ソニック製品をお買い上げいただき、まことにありびとうございまず。 

取扱説明書の構成について 

取扱説明書（設置編）と取扱説明書（操作編）の2冊で構成されていまず。 

それじ(外に、ソフトウエア関連の U ファレンスマニュアルび3冊付属されていまず。 


設置編 
(印刷物） 

設置の手順と方法を記載していまず。 

操作編 
(本書） 

各部のなまえ、操作、機能、お手入れの方法など、本機をご使用いただくラ 
えで必要となる情報を詳しく説明していまず。 

ソフトウェア関連の 
リファレンスマニュアル 
(電子マニュァル） 

• 円 EU ファレンスマニュアル 

ISIS ドライバーまたは TWAIN ドライバーから円 E (Panasonic Image 
Enhancement Technology ) の機能を使用ずる際の設定方法について 
説明しています。 

• RTIVU ファレンスマニュアル 

RTIV (Reliable Throu 旨 hput Ima 邑 in 邑 Viewer ） を使用ずる際の設定方 
法について説明していまず。（ソフトウエアの操作画面にあるヘルプボタ 
ンから参照でさまず。） 

• ユーヴーユーティ U ティ ー U ファレンスマニュアル 

保守に使用ずるユーヴーユーティ U ティーについて説明していまず。（ソ 
フトウエアの操作画面にあるヘルプボタンから参照でさまず。） 


本書の表記について 


マークについて 

操作上お守りいただをたいことなど、大切な情報を;欠のマークで表しています。 


お願い 

操作上、お守りいたださたい重要事項や、禁止事項び書かれていまず。 

必ずお読みください。 

お知らせ 

操作の参考となることや補足説明を記載していまず。 


表記について 

• Windows ® の正式名称は、 Microsoft ® Windows ® operating system です。 

• Windows ® S 日日日の正式名称は、 Microsoft ® Windows ® S 日日日日 peratin 呂 system です。 

• Windows ® XP の正式名称は、 Microsoft ® Windows ® XP operating system です。 

• Windows Vista ® の正式名称は、 Microsoft ® Windows Vista ® operating system です。 
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はじめに 


商標および登録商標について 

• Microsoft 、 Windows および Windows Vista は米国 Microsoft (1：日「口日「31:1日11の米国およびその他の国 
における登録商標または商標です。 

• ISIS および QuickScan ドのは 、 EMC 0日「|3日「31:1日11の登録商標または商標です。 

• I 目 M および AT は、米国 International Business Machines 〔日の日厂日む日〇の登録商標または商標です。 

• Pentium は、ア U 力合衆国およびその他の国における Intel (：：日の日「31:1日11の商標です。 

• Adobe および Adobe Reader は 、 Adobe Systems Incorporated (アドビシステムズ社）の米国およ 
びその他の国における登録商標または商標です。 

• その他、各社名および各商品名は、各社の商標または登録商標です。 

国際エネルギースタープ□グラムについて 

H 当社は、国際エネルギースタープ□グラムの参加事業ちとして、本製品び国際エネルギー 
スタープ□グラムの対象製品に関ずる基準を満たしていると判断しまず。 


ENERGY STAR 


コンピューターのシステム環境 


コンピューター 

CD - ROM ドライブび使用可能な旧 M ® PC / AT ® 互換機 

CPU 

Pentium ® Ilk 1 GHz な上 

オペレーティングシステム 

Windows 2000 / Windows XP / Windows Vista 

インターフエース 

USB 2.0 

メモリー 

2 已白 MB じ(上 

八ードディスク 

空さ容量 5 GBLU 上 


お知らせ 

• 上記の必要条件はずべてのオペレーティングシステムび推奨ずる条件を満たずちのではありません。 

• コンピューターの動作環境またはアプ U ケーシヨンによっては、読み取り速度び異なる場合びありま 
ず。 

• USB 1.1 で接続した場合、読み取り速度び遅くなりまずので 、 USB 2.0 インターフェースをご使 
用ください。 

• USB 八ブに接続した場合の動作は保証でさません。 
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ち< じ 

ま全上のごを意 . 

お使いになる前に . 

正しくお使いいただくためのお願い . 

各部のなまえとはた5を . 

本体 . 

使5 . 

電源を入れる . 

スキャナーのアプ U ケーシヨンを自動のに起動する . 

イベントの設定 . 

読み取り原稿についてのお願い . 

読み取0可能な原稿 . 

読み取り可能なカード . 

読み取りび困難な原稿 . 

原稿を読み取る . 

曰常のお手入れ . 

原稿びつまったとさ . 

給紙トレイ部からのつまった原稿の除去 . 

力ー ド専用ガイド . 

カード専用ガイドの取り付け . 

カード専用ガイドの使いち . 

コント□-ルシートを使ラ . 

コント□-ルシートの印刷について . 

お手入れについて . 

外側の清掃 . 

内側の清掃 . 

□ —ラーの;-目}巿 . 

読み取り面ガラス、基準エ U アと重送検巧センサーの清掃 

消耗品について . 

消耗 S . 

消耗品を交換する . 

□-ラーの交換 . 

必要なとを . 

故障かなと思ったとさ（簡単なトラブル点検） . 

再包装のしかた . 

tt 様 . 

索引 . 
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まを上のごを意 


安全上のご注意 G 必ずお守りください） 


人へのを害、財産の損害を防止ずるため、必ずお守りいただくことを説明していまず。 

■ 誤った使い方をしたときに生じるを害や損害の程度を区分して、説明していまず。 


A 警告 

「死 t や重傷を負ラおそれびある内容」でず。 

A ま意 

「傷害を負ラことや、財産の損害び発生ずるおそれびある内容」でず。 

■ お守りいただく内容を次の図記号で説明していまず。 

(次は図記号の例でず。） 

〇 

してはいけない内容でず。 

〇 

実行しなければならない内容でず。 

A 

気をつけていただく内容でず。 


A 警告 


■めれた手で、電源プラグや AC アダプ ■電源コードを引っぱ6ず、電源プラグ 

夕一の巧を是しはしない を持って巧< 



感電の原因にな0まず。 


めれ手禁止 


〇 電源コードを傷め、乂災-感電の 
原因になりまず。 


■ コンセントや配線器具の定格を超える 
ほいかたや、交流100 V な巧でのほ 
用はしない 

0 たこ足配線などで、定格を超え 
ると、発熱による乂災の原因に 
なります。 


■ 異物（金属片•水-液体）が本機の巧 
部に入った場合は、電源スイッチを切 
D 、 電源プラグを巧く 

そのまま使用ずると、火災•感 
S の願になりまず。 

電源プラグ 
を巧く 

♦使用を中止し、販売店にご相談ください。 
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まを上のごを意 


A 警告 


■電源コード、電源プラグや AC アダプ 
夕一を破損するよラなことはしない 

傷つける、加工ずる、熱器具に近づけ'\ 
る、無理に曲げる、ねじる、引っ張 
る、重い物を載せる、束ねるなど J 

0 傷んだまま使用ずると、感電- 
ショート-火災の原因にな0ま 

禁止す。 

参修理は、販売店にご相談ください。 


■ 巧煙•発熱•異真-異音などの異常び 
巧をした場合は、電源スイッチを切 D 、 
電源プラグを巧< 

4 ^ そのまま使用すると、乂災•感 
S の願になりまず。 

電源プラグ 
を巧く 

♦使用を中止し、販売店にご相談ください。 


■ 電源プラグや AC アダプターのほこ D 
などは定期的にとる 

〇 電源プラグや AC アダプターにほ 
こりびたまると、湿気などで絶 
縁不良にな0乂災の原因にな0 
ます。 

♦電源プラグや AC アダプターを抜さ、乾い 
たなでふいて < ださい。 


■ 電源プラグや AC アダプターは根元ま 
で巧実に是し込む 

〇 差し込みび不完全でずと、感電 
や発熱による火災の原因にな0 
ます。 

♦傷んだ電源プラグや AC アダプター、ゆる 
んだコンセントは使用しないでください。 



■ 雷び鳴った6本機や電源プラグ •AC 
アダプターに触れない 


接軸禁止 


感電の原因にな0まず。 


■分解や修理、改造をしない 



火災-感電の原因にな0まず。 


分解禁止 

参修理は、販売店にご相談ください。 


■ ラークリーニングぺーパーは、义 

気の近<ではほ用しない 


义気禁止 


含まれたイソプ□ピルアルコー 
ルは、揮発性のため引火しやず 
<、乂災の原因にな0まず。 
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まを上のごを意 


A 注意 


■ 化ず付属の電源コードや AC アダプター 
を巧用する 

〇 付属な外の電源コードや AC アダ 
プターを使用ずると乂災の原因 
になることびありまず。 


■ 連休などで長期巧ほ用しない場合は、 
電源スイッチを切 D、 電源プラグを巧 
< 

漏電によ0、火災の原因になる 
ことびありまず。 

電源プラグ 
を巧く 


■ 本機を巧動させる場合は、化ず電源ス 
イッチを切 D、 電源プラグを巧く 


電源プラグ 


電源 コー ドや AC アダプターび傷 
つさ、火災-感電の原因になる 
ことびあ0まず。 


を巧く 


■落下した D、 本機を破損した場合は、 
電源スイッチを切 D、 電源プラグを巧 
< 

C そのまま使用ずると、乂災-感電 
の原因になることびありまず。 

電源プラグ 
を巧く 

参使用を中止し、販売店にご相談ください。 


■ 不を定な場所や振動の激しい場所には 
設置しない 

0 落下により破損-けびの原因にな 
ることびあります。 

禁止 

■ 本機の上に水などの入った容器を置か 
ない 

0 水などびこぼれて本機にかかる 
と、乂災-感電の原因になるこ 
とびあ0まず。 


■ 湿気や湯気-油煙•ほこ D のをい場所 
ではほわない 

0 乂災-感電の原因になることび 
ありまず。 

禁止 

■ トレイを台か6はみ出したが態でほね 
ない 

0 落ちて、けびの原因になること 
びあ0まず。 

禁止 


■本機を運ぶ際は、トレイを持たない 

0 落ちて、けびの原因になること 
びあ0まず。 

禁止 
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まを上のごを意 


A 注意 


■ □—ラークリーニングぺーパーに含ま ■□—ラークリーニングぺーパーをほラ 

れた液付:をのい込んだ D 、 がんだりし とまは、巧護手袋をほ用する 


ない 

0 人体に害をおよぼずおそれびあ0 
ます。 

禁止 

参換気のよいところで使用してください。 

参使用中に気分び悪くなった場合は直ちに使 
用を中止し、新鮮な空気の所でち静にし、 
医師の診察を受けて<ださい。 



皮膚の弱い人は、 □ ー フーク 
U —ニングペーパーでかぶれる 
おそれびあ0まず。 


♦使用後は、石験でよ<手を洗って<ださい。 
参誤って眼に入ったり、皮膚や顔についた場 
合は直ちに水で洗い、医師の診察を受けて 
<ださい。 


製品に貼5れているま全上の警告表示ラベル 




A 注意 


* 


読み取り面ガラスに手を触れない 

A 読み取0面ガラスやその周迅は熱 

/|\ くなってお0、やけどの原因になる 

局/血/王 意 

V _ 

ことびあ0まず。 
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お使いになる前に 

• : i ： -^ ■占 4 了- T .* 


正しくお使いいただくためのお願い 

本機の取り扱い 

• 湿度の高いときや、寒い部屋から急に暖かい部屋に移動させた場合は、そのまま使用しないでください 

本機び結露ずることびありまず。そのまま使用しまずと原稿読み取りび不十分となりまずので、内部の□一 
ラーを乾いた巧でふさ、暖かい部屋に！〜 2 時間放置して、内部び乾いてからご使用ください。 

-直射日光の当たる場所やを暖房機の近くに置かないでください 

温度30で LU 上、 1已で LU 下および湿度80 o/oLU 上、 20 o/oLU 下は誤動作、変形、故障の原因になりまず。 

• 静電気の発生しやずいじゅラたんなどの上には置かないでください 

静電気び発生し、故障の原因にな0まず。 


CD - ROM ①取り扱い 

• CD-ROM の表裏に文字を書いたり、紙を貼5ないでください 

データび正常に読み取れな < な0まず。 

• 信号面に軸れないでください。また、持つときは、指紋や傷びつかないように持ってください 

ラベルのない虹色の面は、データび書を込まれている信号面でず。信号面び巧れると、データび正常に読み 
取れな< な0まず。 

-長時間直射日光の当たるところや暖房機などの近くに放置しないでください 

CD - ROM び変形し、データび正常に読み取れな<な0まず。 

• 投げたり、巧げたりしないでください 

CD - ROM に傷びついたり、変形したりずると、データび正常に読み取れなくなりまず。 


□-ラークリーニングぺーパーの取り扱い 

• 乳幼巧の手の届かないところに保管してください 

• 40 °C じ(上になる場所や直射日光の当たる場所には保管しないでください 

• □ーラーや読み取り面ガラス①清掃むがの目的には使用しないでください 

. □-ラークリーニングぺーパーに関しての詳細を知りたい場合は、ををデータシート （MSDS) などの資料 
をご請求ください 
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お使いになる前に 


法律で禁じ5れていること 

次のよラなコピーは法律により罰せられまずので十分ごを意ください。 

• 法律でコピーを禁止されているをの 

1 . 国内外で流通ずる紙幣、貨幣、政府発行の有価証券、国債証券、地方債証券 

2 . 未使用の郵便切手、官製はびさ 

3. 政府発行の印紙、酒税法や物品管理法で規定されている証紙類 
• ミ主意を要ずるちの 

1 . 株券、手形、ル切手など民間発行の有価証券、定期券、回数券などは、事業会社び業務上必要最 
な部数をコピーずる LU 外は政府指導によってを意び呼びかけられていまず。 

2 . 政府発行のパスポート、公共機関や民間団体発行の免許証、許可書、身分証明書や通行券、食券 
などの切巧類のコピーち避けて<ださい。 

-著作権の対象となっている書籍、絵画、版画、地図、図面、写真などの著作物は個人的または家庭内 
その他、これに準ずる限られた範囲内で使用ずるためにコピーずる攻外は禁じられていまず。 


電波障害自主規制について 


この装置は、クラス B 情報技術装置でず。この装置は、家庭環境で使用ずることを目的としていまずび、 
この装置びラジオやテレビジョン受信機に近接して使巧されると、受信障害を引き起こずことびありま 
す。取扱説明書に従って正しい取0扱いをして下さい。 VCCI-B 


瞬時電圧低下について 


本装置は、落雷等による電源の瞬時電圧低下に巧し、不都合び生じることびありまず。電源の瞬時電圧 
低下対策としては、交流無停電電源装置等を使用されることをお勧めしまず。 

(社団法人電モ情報技術産業協会（社団法人曰本電モエ業振興協会）のノ（ーソナルコンピューターの瞬時 
電圧低下対策ガイドラインに基づく表お） 


電源局調ぶついて 

JIS C 己] 000 -3-2 適合品 

本製品は、高調波電流規格 rJIS C 61000-3-2」に適合していまず。 
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お使いになる前に 


セキュリティーに関するお願い 

本機で読み取る原稿や読み取ったデータの管理は、お客様の責任にて行ってください。特に攻下についてごミ主意 
<ださい。 

• 重要な原稿は、読み取りの前後で枚数び一致していることを確認し、取り忘れなどのないよラにしてくださ 
い 

• 重要なデータは定期的にノ（ックアップしてください 

• PC や八ードディスクなどの修理や廃棄をずるとさは、内部の画像データを完全に消去してください 

その他 

• 原稿を読み取る前に、クリップやとじ針（ステープル）を必ずはずしてください 

本機を破損したり、原稿を傷める原因になることびありまず。 

• お手入れのときは、柔5かい乾いた巧を使用してください 

研磨剤入りの洗剤やシンナー、ベンジンなどは使わないでください（変形、変色の原因になりまず）。 

• 電源プラグは、巧き差しび容易にできる近くのコンセントに接続してください 
• 付属の電源コードおよび AC アダプターは本機専用でず。他の機器には使用しないでください 
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さ部のなまえとはた s さ 


本体 

前面 



①原稿ガイド 
③扉開閉ボタン 

③ ADF ドア 

④ 排紙トレイ 

⑥排紙延長トレイ 

⑥ 排紙ストッパー 

⑦ 読み取りランプ 

® スタート/ストップボタン 

• アプ U ケーシヨンソフトで「手差しモード」’1を[キー待ち]に設定している場合には、このキーを 
巧すと読み取0を開始しまず。 

• 読み取0を実行しているとさにこのキーを巧ずと、読み取0を停止しまず。 

④セキュリティース□ット 

市販のセキュ U ティー巧ケーブルを使用しまず。 

⑩ LED (ホ） 

本機の状態をおします。詳しくは、「に D について」 （14 ぺージ）をご参照ください。 

⑩ LED (獄 

本機の状態をおします。詳しくは、「に D について」 （14 ぺージ）をご参照ください。 

⑩給紙トレィ 
® 給紙延長トレィ 

*1 r 手差しモード」については、 RTIVU ファレンスマニュアル、または円 EU ファレンスマニュアルをご参照ください。 
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各部のなまえとはた s き 


背面 



①力ード専用ガイド 

⑤ 電源 コネクター 

③ 電源スイッチ（由) 

④ AC アダプター 

⑥ 電源コード 

⑥ US 己ケーブル 

⑦ USB コネクター 
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使ラ 


電源を入れる 


1 電源スイッチ（①）を巧ず 



l _ ED について 

2 つの LED によって、次の表におずよラに本機の状態を表わしまず。 



① LED 
(緑） 

③ LED 
(ホ） 

本機の状態 

点灯 

消灯 

待機中 

点灯 

点滅りを速） 

ミち意あ 0 

点滅（高速） 

消灯 

準備中* 1 

点滅（低速） 

消打 

省電カモード 

点滅りを速） 

点滅（な速） 

を意あり/省電カモード 

消な 

点灯 

エラー 


*1 し U 下の場合、読み取り可能になるまで約30砂かかります。 
-電源スイッチを入れた直後 
-省電カモードで約2時間経過した後 
- ADF ドアを約已砂な上開けた後 
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使ラ 


スキャナーのアプリケーションを自動的に起動する 

「スキャナーの給紙トレイに原稿を置いたとさ」や「スキャナーのスタート/ストップボタンを巧したと 
き」に、アプ U ケーシヨンを自動的に起動ずるよラに設定ずることびできまず。 


イベントの設定 

1 [スタート]をク U ックし、[コント□ールパネル]をク U ックずる 

• Windows 2000では、[スタート]をク U ックし、[設定]一[コント□-ルパネル]をクリック 
します。 

2 [スキヤナとカメラ]から本機を選択し、アイコンをちク U ックしてプ□パティ画面を表示ずる 

• Windows Vista . Windows 2000では、本機のアイコンをク U ックして、プ□パティボタンをク 
U ックしまず。 

3 [イベント]タブをク U ックずる 

4 「スキヤナのイベントに)」からスキヤナーのアプ U ケーシヨンを起動ずるイベントを還おずる 


KV-S10 け C® フロバテイ 



• 1ソ下のイベントび選択でさまず。 


「Feeder Loaded 」 

原稿を給紙トレイに置いたときにアプ U ケーシヨンび起動しまず。 

に tart Button 」*1 

本機のスタート/ストップボタンを巧したとさにアプ U ケーシヨンび 
起動しまず。 


’1本機び省電カモードになっているときは、スタート/ストップボタンを一度押して、本機を待機状態に戻し 
て < ださい。 
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使ラ 


5 選択したイベントで起動したいスキヤナーのアプ U ケーシヨンを r 次のアプ U ケーシヨンに送る （ S ) :」 
U ストから選択し、チェックボックスをオンにずる 



• スキヤナーのアプ U ケーシヨンの自動起動を無効にずるには、「デバイスのイベントを実行しない 
( D )」 チェックボックスをオンにしまず。 

6 [0 K ] をク U ックずる 

お知らせ 

• 「次のアプ U ケーシヨンに送る （ S ) :」で複数のアプ1」ケーシヨンのチェックボックスびオンに 
なっている場合、イベントの発生時に「アプ U ケーシヨンの選択」画面び表示されるので、 r 登 
録されているアプ U ケーシヨン （ R )」 内の起動したいアプ U ケーシヨンを還おして [0 K ] をク 
1」ックして <ださい。 

Windows 2000では、「アプ U ケーシヨンの選択」画面のかわりに「デバイスのイベント： 
KV - S ]045 CN 」 画面び表示されまず。 



7 コンピューターを再起動ずる 
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使ラ 


読み取り原稿についてのお願い 

読み取り可能な原稿 

本機で読み取り巧能な原稿は、政下の通りでず。 

紙厚： 40〜209 g / m 2 

-給紙トレイに一度に置く原稿の枚数は、厚みび 
7.5 mm を超えないよラにしてください。 

目安は、80旨/ m 2 の新紙で7已枚でず。 

• U —ガルサイズを超えるサイズの原稿は、 ] 枚ずつ給 
紙トレイに置いてください。 

推奨ずる原稿の種類：普通紙 ( PPC ) 


原稿のサイズ： 

48〜2 ] 日 mm 




i 

給紙 

方向 


70〜2,已40 mm 


読み取り可能なカード 

旧0形式のカード： 

サイズ： 8己6 X 已4 mm 

厚さ： 0.76 mm 


エンボス加工の力ードも読み取ることびでをます。 

• 力ードを給紙トレイに置いて読み取る場合、力ードは3枚まで一度に読み取ることびできまず。 

重ねたカードの高さ（各カードに施されたエンボス加工の部分を含む）び、已 mm を超えないよラにし 
てください。 

各カードのエンボス加工の部分びくっつかないよラにしてください。 

• エンボス加工のクレジットカードを読み取るときは、力ードを横置きで読み取ってください。 

ラまく読み取れない場合は、カードの挿入ずる方向を逆にして読み取ってください。 

• 力ードと紙原稿を一緒に読み取るときは、力ード専巧ガイドを使用してください（吕己ぺージ)。 


取扱説明書（操作編) 
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使ラ 


読み取りび困難な原稿 


LU 下の原稿は、うまく読み取れない場合びあります。 

• 力ール、しわ、折り目のある原稿 

ただし、 LU 下の条件を満たず必要びありまず。 


力ール 

給紙方向 

5 mm /t ィ - 

LU 下 <^| - 

巧れ 

—^ 給紙方向 

已 mm 、、、 ィ - 

LU 下 - 


• カーボン付さ原稿 

• 封筒、切り貼りした原稿など、紙の厚さび不巧一なちの 
• 端迅にミシン目や巧のある原稿 
• 四角 L ソ外の異あ原稿 
• コーティング紙 

• 表面びつるつるした原稿や、光ミ尺のある原稿 

• ノーカーボン原稿 

• トレーシングペーパーのよラな裏び透ける原稿 

ムソ下の原稿は、使用しないでください。 

• 破れたり、周迅にさざみのある原稿 
• サイズや厚みび規定をこえる原稿 

• 金属やプラスチックのクリップ、とじ針（ステープル）などび付いた原稿 
• ボンドまたはのりの付いた原稿 

• 布地、またはプラスチックフィルム 

• インク、朱肉などび乾ささっていない原稿 
• 感熱紙や感光紙 

• OHP シート、プラスチックフイルムまたは金属シートなど 
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使ラ 


読み取り原稿についてのお知5せ 

• 読み取りび困難な原稿や、読み取り可能な原稿であってち、紙質によってはラまく読み取れない場合び 
ありまず。 

重送や紙づまりび発生ずる場合は、 LU 下の方法で読み取って<ださい。 

— □ ーフーとセンサーを清掃ずる 
-給紙トレイにセットずる原稿の枚数を減らず 
-解像度を変更する 

重送検知機能について 

• 本機は超音波センサーによる重送検知機能びついていまず。 

超音波センサーによる重送検知は、 A 已サイズ幅 （148 mm ) LU 上の原稿で有効でず。 


取扱説明書（操作編) 
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使ラ 


原稿を読み取る 

お願い 

• 読み取る前に、原稿にク U ップやとじ針び付いていないことを必ず確認してください。機器び破損し 
たり、原稿を傷める原因となることびありまず。 



• しわや折れのある原稿は、紙づまりの原因となったり、原稿を傷める原因となることびありまず。読 
み取る前に、しわや折れのない状態にしてください。 

-特に重要な原稿を読み取る場合は、読み取り後作成された画像の数と実際に給紙トレイにセットした 
原稿の枚数び一致しているかどラか必ず確認してください。また、排紙された原稿の状態ち確認して 
<ださい。 

• 読み取りび終了した原稿は、排紙トレイから取り除いてください。 

1原稿をさばく 

• とじ針でとじていた原稿やファイルしていた原稿は、重送などの防止のため、セットずる前に政下の 
手順に従ってよくさばいておく必要びありまず。 

〇原稿の各端をさばいて密着している束状の原稿を分離ずる 

0原稿の両端を持って、曲げる 

包原稿をしっかりとつかんで両側へ引っ張り、中央部に波状のふくらみを作って分離ずる 
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使ラ 


2原稿ガイド（①）を、セットずる原稿サイズより、やや広めの位置に合わせる 



3原稿をさちんとそろえる 

• 下図のよラに原稿の束の先端部分びかし斜めになるよラにそろえてください。 
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使ラ 


4 読み取る面を下向さにして、給紙トレイに原稿をのせ、矢印方向に止まるまで挿入ずる 

• 下記のイラスト（①）のよラに原稿の束の先端部分びかし斜めになるよラにそろえてください。 



お知らせ 

• 原稿は、イラストのようにセットしてください。 

• 給紙トレイには、7.已 mm の高さまで原稿をセットずることびでさまず。最大量を超えると、 
紙づまりや斜行読み取り（スキュー）の原因となりまず。 

5 原稿ガイド（①）を矢印方向に寄せ、原稿の幅に合わせる 



6 アプ U ケーシヨンソフト’1を使って原稿を読み取る 

’1付属の RTIV や QuickScan Pro デモなど、スキャナーから画像読み取りを行ラためのソフトウェア 
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日常のお手入れ 


原稿びつまったとさ 

原稿びつまった場合は、コンピューターのユーヴーユーティ U ティーの画面に紙づまり（ジャム）の発生を 
知らせるメッセージび表示されまずので、政下の手順に従って、つまった原稿を取り除いてください。 

- A 注意- 

読み取り面ガラスに手を触れない 

読み取り面ガラスやその周辺は熱くなっており、やけどの原因になることび 
ありまず。 


• 読み取り面ガラスの温度び下びるのを待ってから、つまった原稿を取り除いてくださし、。 


A 

高温ま意 


給紙トレイ部か5のつまった原稿の除去 

1 給紙トレイ部からずべての原稿を取り除く 
2 扉開閉ボタン（①）を巧して、 ADF ドア（⑤）を開く 
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曰常のお手入れ 


3つまっている原福を取り除く 

• 原稿び給紙トレイ側でつまっている場合は、原稿を下図のよラに引いて取り出しまず。 



• 原稿び排紙トレイ側でつまっている場合は、原稿を下図のよラに引いて取り出しまず。 
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日常のお手入れ 


4 ADF ドアを閉める 

• ドアの両端をカチッと音びずるまで、ていねいに巧しまず。 



取扱説明書（操作編) 
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曰常のお手入れ 


カード専用ガイド 

カード専用ガイドを使用ずると、原稿ガイドをカードの幅に合わせて調整ずる必要びなくなりまず。また、 
紙原稿とカードを同時に読み取る際に発生しやずいカードの斜行読み取り（スキュー）を防止でさまず。 


カード専用ガイドの取り付け 

カード専用ガイドは、政下の図のよラに取り付けてください。 




カード専用ガイドの使い方 

紙原稿は給紙トレイに、カードはカード専用ガイドにセットしてください。 

• カード専用ガイドにセットしたカードは、紙原稿の読み取0後に読み取られまず。 

• カード専巧ガイドは、じ(下のカードに対応していまず。 

ISO お式の力ード： 

サイズ： 8已 .6 X 已4 mm 

厚さ： 0.76 mm 

エンボス加工のカードち読み取ることびでさまず。 

• カードは、横置きにセットしてください。 

お知らせ 

• カード専用ガイドを使用ずるときは、原稿ガイドを A 已サイズより狭くなるよラに調整ずることはで 
さません。 

• カード専用ガイドにセットできるカードは、]枚でず。 

• カード専用ガイドを使用ずる際は、重ねた紙原稿の高さび2 mm を超えないよラにしてください（目 
まは80 g / m ^ の新紙で約20枚でず)。 
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日常のお手入れ 


コント □ —ルシートを使う 

コント□ールシートを使用ずると、読み取り途中で読み取り条件を変更ずることびでさまず。コント□ール 
シートを原稿の間にはさんで読み取りを行ラと、コント□ールシートの次の原稿から読み取り条件び変更さ 
れまず。 

コント□-ルシートは、付属の CD - ROM より印刷してご使巧ください。 



コント□-ルシートの機能 

片面読み取り、両面読み取り、2値化、2已6階調グレー、カラー、ダイナ三ックスレッシュホールド、 
ディヴ、誤差あ散、ユー ヴー 定義 N 0.]〜日、セパレーシヨンシート 

お知5せ 

• 複数枚のコント□ールシートび同時に使用できまず。 

• コント□-ルシートの機能を使巧ずるには、お使いのアプ U ケーシヨンソフトびコント□-ルシート 
に対応している必要びありまず。ご使用の際は、お使いのアプ U ケーシヨンソフトの説明書をご参照 
<ださい。 
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曰常のお手入れ 


コント□—ルシートの印刷について 

• お大/縮ルをせずに、指定のサイズの用紙に印刷してください。 

• 印刷後のパターンび用紙の上端から2已 mm 、 左ち中央の位置にくるよラに調整してください。 


用紙の左ち中央 
1 

2 已 mm 



< A 4 印刷の例> 


• 読み取りの際は、読み取り原稿と同じサイズの用紙に印刷して使用してください。 

• 巧したり、折り曲げたり、しわにならないよラにしてください。正しく読み取ることびできなくなりまず。 
• コント□-ルシートの詳細については、円 E U ファレンスマニュアルの「コントロールシート検出」を 
ご参照 < ださい。 

コント□-ルシート①印刷手順 

お知らせ 

• コント□-ルシートを印刷ずるためには、お使いのコンピューターに Adobe ® Reader ® びインス I -- 
ルされている必要びありまず。 

• 印刷条件の設定については、お使いのプ U ンターの説明書をご参照ください。 

1 コンピューターの CD / DVD ドライブに付属の CD - ROM を挿入ずる 
• クイックメニューソフトウェアび自動で起動しまず。 

• セットアップ画面び表示されまず。 

お知らせ 

• Windows Vista で自動再生のダイア□グボックスび表おされる場合には、に DRun . exe ] を選 
択します。 

. クイックメニューソフトウェアび自動起動しない場合は、[マイコンピュータ ] (Windows Vista 
では[コンピュータ])から CD / DVD ドライブを選び、に DRun . exe ] をダブルク U ックして 
<ださい。 

2 本機を選択ずる 

3 画面ち側の「マニュアル」リストから「コント□-ルシート」を還おずる 
4 原稿と同じサイズのコント□ールシートを印刷ずる 
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日常のお手入れ 


お手入れについて 

州則の清掃 

お願い 

• 研磨剤入りの洗剤やシンナー、ベンジンなどは使わないでください。 
• 1か月に一度、 LU 下の手順で行ってください。 

1 本機の電源を切る 


2 やわらかい巧で本機の外側をふく 



傻あ、変色の原因になりまず。) 
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曰常のお手入れ 


内側の清掃 

お知らせ 

• かなくとを週に一度、または2,000枚読み取り後のいずれか早い時期に清掃してください。 

• 紙づまりまたは重送び頻繁に発生ずる場合は、□ーラーおよびセンサーを清掃してください。 

• 重送検知び正しく動作しない場合は、重送検知センサーを清掃してください。 

• 読み取り画像に黒または白い線び出る場合は、読み取り面ガラスや基準エ U アを清掃してください。 

• 読み取り部のちれは、読み取る原稿によっても異なりまず。を定した読み取りを行うために、こまめ 
に清掃してください。 


□-ラークリーニングぺーパーの取り扱いについて 

□-ラーク U- ニングぺーパーは、切り取り線（①）をはさみなどで切って、袋から取り出してください。 



お願い 

• 乳幼児の手の届かないところに保管してください。 

• 40で];!上になる場所や直射日光の当たる場所には保管しないでください。 

• □ーラーや読み取り面ガラスの清掃 LU 外の目的には使用しないでください。 

. □-ラーク U- ニングぺーパーに関しての詳細を知りたい場合は、安全データシート （MSDS) な 
どの資料をご請巧ください。 

お知らせ 

• 開封後は、ずぐに使用してください。袋の中に入れたまま長時間放置ずると、ペーパー内のアルコー 
J レ分び蒸発し、ク U —ニング効果びな< な0まず。 

• □ーラーク U —ニングペーパーびなくなりましたら、販売店でお巧めください。（別売品品番： 
KV-SS03NA) 
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日常のお手入れ 


□ーラーの 清掃 



読み取り面ガラスに手を触れない 

A 読み取0面ガラスやその周迅は熱 < なってお0、やけどの原因になることび 

_ ありまず。 

局ミ血汪，百' 

• 読み取り面ガラスの温度び下びるのを待ってから、清掃してください。 


本機の電源を切る 


2 扉開閉ボタン（①）を巧して、 ADF ドア（⑤）を開る 



3 矢印の方向に給紙□ーラーカバー（緑）（①）を開ける 
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曰常のお手入れ 


4 「□-ラーク U- ニングぺーパー (KV-SS03NA)」 で、給紙□-ラーの表面の巧れをふさ取る 

• □ーラーび回転しないよラに□ーラーを巧さえて、表面の巧れをふさ取って<ださい。図の矢印の 
方向に□ーラーを回転させて、全周ふさ取ってください。 



5 給紙 □ー ラーカバー（緑）をしっか0と閉める 

• 給紙□ーラーカバー（緑）の両端び□ックされたことを確認してください。 
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日常のお手入れ 


6 □ーラーク U —ニングペーパーで、 U タード□ーラーの表面の巧れをふさ取る 
• 矢印ち向に全周ふを取ってください。 



7 □-ラーク U_ ニングぺーパーで搬送□-ラー(①）と排紙□-ラー(③）の表面の巧れをふき取る 
• 矢印方向に全周ふさ取ってください。 
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曰常のお手入れ 


8 □-ラーク U- ニングぺーパーでフ U- □-ラー(①）の表面の巧れをふさ取る 
• 矢印方向に全周ふさ取ってください。 



9 ADF ドアを閉める 

• ドアの両端をカチッと音びずるまで、ていねいに巧しまず。 



10 ユーヴーユーテイ U テイーで□-ラー清掃のカウンターをゼ □ (0) にずる 
• 本機の電源を入れまず。 

• ユーヴーユーテイ U テイーを起動し、画面上の「□ーラー清掃後」の[カウンターク U アー]ボタン 
を巧して「□ーラー清掃後」カウンターをゼ □ (0) にしてください。 

• 詳細は、ユーヴーユーテイ U テイ ーU ファレンスマニュアルをご参照ください。 


34 


取扱説明書（操作編) 








日常のお手入れ 


読み取り面ガラス、基準エリアと重送検知センサーの清掃 



読み取り面ガラスに手を触れない 

A 読み取0面ガラスやその周迅は熱 < なってお0、やけどの原因になることび 

_ ありまず。 

局ミ血汪，百' 

• 読み取り面ガラスの温度び下びるのを待ってから、清掃してください。 


本機の電源を切る 


2 扉開閉ボタン（①）を巧して、 ADF ドア（⑤）を開ける 



3 「□-ラーク U- ニングぺーパー (KV-SS03NA)」 で読み取り面ガラス（①）と基準ェ U ア（③）のミち 
れをふさ取る 
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曰常のお手入れ 


4 重送検知センサー（①）のほこりを綿棒で清掃ずる 



5 ADF ドアを閉める 

• ドアの両端をカチッと音びずるまで、ていねいに巧しまず。 
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消耗品について 


消耗品 



製品名 

品番 

備考 

消耗品 

□ーラー交換キット 
• 給紙 □ ーラー （1 つ） 

• U タード□ーラー （1 つ） 

KV - SS 035 N 

- 

□ー ラーク U —ニンク'ペーパー 

KV - SS 03 NA 

「□ーラーク U —ニングペーノ（一の 
取り扱いについて」 （30 ページ） 

をご参照 < ださい。 




お知らせ 

-消耗品のご購入は、販売店までご連絡ください。 


U 夕ード□-ラーと給紙□-ラーは消耗品でず。別売の□ーラー交換キット （ KV - SS 03 已 N ) をお巧めの 
ラえ、定期的に交換してください。 

定期交換の目安は、政下の通りでず。 

. U タード□ーラー/給紙□ーラー：] 00,000枚 

読み取り枚数は、ユーヴーユーテイ U ティーで確認でをまず。 
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消耗品について 


消耗品を交換する 

紙づまりや重送び頻繁に発生し、□ーラーを清掃 （3] ページ）してち直らない場合は、別売の「□ーラー 
交換キット （KV-SS03 已 N)」 をお巧めのラえ、給紙□ーラー、および U 夕ード□ーラーを同時に交換して 
<ださい。 

- A ま意- 

読み取り面ガラスに手を触れない 

読み取0面ガラスやその周迅は熱 < なってお0、やけどの原因になることび 
ありまず。 


• 読み取り面ガラスの温度び下びるのを待ってから、消耗品を交換してください。 


A 

局/皿/ id 意 


□ーラーの 交換 

1 本機の電源を切る 


2 扉開閉ボタン（①）を巧して、 ADF ドア（②）を開ける 
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消耗品について 


3 U 夕ード□ーラーカバー(緑）（①）を開ける 



4 U 夕ードローラー(①）を下図の矢印の方向に取りはずず 



5 別売の「□-ラー交換キット （ KV - SS 03 已 N )」 から新しい U 夕ード□—ラーを取り出ず 
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消耗品について 


6 U タード□ーラーの長い方のシャフト（軸）をち側のホルダーの溝に合わせて取り付ける 



7 U 夕ード□-ラーカバー(緑）（①）をしつかりと閉める 



お願い 

• カノ（一の両端び □ ックされたことを確認してください。 
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消耗品について 


8 下図の矢印の方向に給紙□ーラーカバー（緑）（①）を開ける 




10 別売の「□-ラー交換キット （ KV - SS 03 已 N )」 から新しい給紙□-ラーを取り出ず 


取扱説明書（操作編) 


41 























































































































消耗品について 


11 新しい給紙□ーラーのギアを左側にして取り付ける 



12 給紙□ーラーカバー(緑）をしっかりと閉める 



お願い 

• 給紙□ーラーカバー（緑）の両端び□ックされたことを確認してください。 

• 給紙□ーラーを取り付けた後、給紙□ーラーび給紙方向に回ることを確認してください。 
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消耗品について 


13 adf ドアを閉める 

• ドアの両端をカチッと音びずるまで、ていねいに巧しまず。 



14 ユーヴーユーティ U ティーで□ーラー交換のカウンターをゼ □ (0) にずる 
• 本機の電源を入れます。 

• ユーヴーユーティ U ティーを起動し、画面上の「□ーラー交換後」の[カウンターク U アー]ボタン 
を巧して「□ーラー交換後」カウンターをゼ □ (0) にしてください。 

• 詳細は、ユーヴーユーテイ U ティー U ファレンスマニュアルをご参照ください。 
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必要なとを 


故障かなと思ったとさ（簡単なトラブル，点検) 


使巧中に異常び発生した場合には、下表に従って処置ずるととちに、本機の状態をユーヴーユーティ U ティー 
で確認して ください。 

それでち直らないとさは、必ず電源を切り、電源プラグを抜いてから、販売店にご連絡ください。 


症状 

原因 

処置 

電源を入れてを、 LED (緑） 

び点灯しない 

電源プラグび抜けていまず 

電源プラグを確実に差し込んで< ださ 
い 

AC アダプターび故障していまず 

AC アダプターをコンセントから抜 
さ、販売店にご連絡ください 

コンピューターからスキヤ 
ナーび認識されない、動作び 
不を定 

本機とコンピューターび正しく接続さ 
れていません 

USB ケーブルを確実に接続して < だ 
さい 

ソフトウェアび正しくインス1-ールさ 
れていません 

ソフトウェアを一度コンピューターか 
らアンインス!-ールし、再度ソフト 
ウェアのインストールを行ってくださ 
い 

(取扱説明書（設置編）の「ソフト 
ウェアをインストールずる」をご参照 
<ださい） 

コンピューターの USB インター 
フェースび正しくインス1-ールされて 
いません 

デノ（イスマネージヤーのプ□ノ（ティ画 
面で確認し、 US 目インターフェース 
を正しくインス1-ールしてください 

本機び USB ノ \ブを経由して接続され 
ています 

USB 八ブを経由して接続しないでく 
ださい 

USB ケースレに問題びありまず 

付属の USB ケーブル、または USB 
2.0 Hi-Speed □コ'認証済みの USB 
ケーブルを使用してください 

読み取り速度び遅い 

本機び USB ].1でコンピューターに 
接続されていまず 

本機を USB 2.0 でコンピューターに 
接続してください 

給紙トレイに原稿を乗せて 
を、読み取0び開始されない 

原稿び正しくセットされていません 

原稿を正しくセットしてください 
(20 ページ） 

原稿びカールしているため、センサー 
び原稿を検知していません 

原稿の力ールを直してから（18ぺ一 
ジ)、再度セットしてください 
(22 ページ） 
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必要なとさ 


症状 

原因 

処置 

原稿び重送ずるなどスムーズ 
に搬送されなかったり、読み 
取りの途中で原稿び止まる 

□ーラーびミちれていまず 

給紙 □ ーラー、リタードローラー、搬 
送□ーラー、排紙□ーラー、およびフ 

U 一 □ ーフーを清掃してください 
(31 ぺージ） 

給祇口ーフーまたは U 夕ードローフー 
が摩耗しています 

給紙 □ ーフーまたは U 夕ードローフー 
を交換して<ださい 
(38 ぺージ） 

原稿びカールしたり、端び折れるなど 
により、左ちの厚みび違っていまず 

原稿の力ールまたは折り目を直し 
(18 ページ)、枚数を減らしてくださ 
い 

規定外の種類または厚みの原稿でず 

読み取り可能な種類、または厚みの用 
紙にコピーして読み取つて < ださい 
(17 ページ） 

規定の長さより短い原稿でず 

読み取り巧能な原稿サイズの用紙にコ 
ピーして読み取つて < ださい 
(17 ページ） 

原稿の先端び大さ < ずれていまず 

原稿の先端をそろえて、セットしてく 
ださいに0ページ） 

給紙トレイにセツトした原稿枚数び多 
すざまず 

原稿ガイドの最大量表おじ(下まで、原 
稿を減らしてください 

紙づま〇び頻繁に発生ずる 

原稿にしわび寄っていまず 

原稿をのばして、セットして<ださい 

□ーラーび巧れていまず 

□ーラーを清掃してください 
(31 ぺージ） 

原稿の先端び大さ < ずれていまず 

原稿の先端をそろえて、セットしてく 
ださいに0ページ） 

トレイにセツトした原稿枚数び多ずざ 
まず 

原稿ガイドの最大量表おじ(下まで、原 
稿を減らしてください 

読み取り画像び斜めになって 
いる 

原稿ガイドび原稿の両端に当っていな 
し、または原稿び斜めにセツトされて 
しほず 

原稿ガイドや原稿を正しくそろえて 
セットしてください （20 ページ） 

原稿びカールしたり、端び折れるなど 
により、左ちの厚みび違っていまず 

原稿のカールまたは折り目を直し 
(18 ページ)、枚数を減らしてセット 
して<ださい 

読み取0画像が真っ白である 

読み取り面び裏返しにセツトされてい 
まず 

読み取0面を正しくセットしてくださ 
いに2ページ） 

読み取り画像に縦スジび現れ 
る 

読み取0面ガラスび巧れていまず 

読み取り面ガラスを清掃してくださ 
い （3 已ページ） 

読み取り画像に濃度ムラびあ 
る 

読み取0面ガラスび巧れていまず 

読み取0面ガラスを清掃してください 
(3 已ぺージ） 
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必要なとさ 


症状 

原因 

処置 

読み取り画像の色調び著し< 
原稿と異なる 

コンピユーターのモニター画面の設定 
び適切ではあ0ません 

コンピューターのモニター画面の設定 
を調節して<ださい 

読み取0画像に黒点やノイズ 
び発生ずる 

読み取0面ガラスび巧れていまず 

読み取0ガラス面を清掃して< ださい 
(3 已ぺージ） 

読み取った画像に搞模様や波 
模様（モアレ）びある 

原稿の印刷ノ（ターンと読み取り解像度 
の関係により発生ずることびありまず 

読み取り解像度を変えて読み取ってく 
ださい 
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化要なとさ 


再包装のしかた 

輸送用包装箱、緩衝材などの包装資材は、再包装時に必要になりまずので、ずべて大切に保管してください。 
本機を移設ずる場合は、 LU 下の手順に従って再包装してください。 

お願い 

-再包装する際は、必ず本機専用の包装箱•包装資材をご使用ください。 

• 再包装び適切に行われていないと本機び故障し、修理に費用びかかりまずので十分を意してください。 
• 包装時および運搬時は、本機を倒さないでください。 

再包装にが要なもの 

• 本機専巧の包装箱および包装資材 
• 包装用テープ-はさみ 

1 本機の電源を切る 

2 コンセントから電源プラグを抜き、本機から AC アダプターと USB ケーブルを取りはずず 
3 給紙トレイを取りはずず 

• 給紙トレイを弓 Iき上げなびら、給紙トレイの左側（①）とち側（③）をこの順序で引き抜きまず。 


⑤ 

① 


4 USB ケーブル、 CD-ROM、 給紙トレイ、電源コード、およびカード専用ガイドをアクセサリーボック 
スに入れる 
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必要なとを 


5 本機を AC アダプター、アクセサ U- ボックス、および取扱説明書（設置編）と一緒に包装ずる 



① 取扱説明書（設置編） 

② AC アダプター 

③ USB ヶーブル 

④ Drivers & Utilities / Manuals CD-ROM 
⑥給紙トレイ 

(D 電源コード 
①カード専用ガイド 
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化要なとさ 


仕様 


頂目 

KV - S 104 已 CN 


読み取0面 

両面読み取0 


読み取0方法 

CCD (600 dpi ) 

背景：黒 


読み取0幅 

218 mm 




片面読み取0時 



2値 

A 4 : 40枚/分 
両面読み取0時 


読み取0速度’1 


A 4 : 80画像/分 


(縦置き、200 dpi ) 

カラー 

片面読み取0時 

A 4 : 40枚/分 
両面読み取0時 




A 4 : 80画像/分 

読み取り部 

解像度 

100 - 600 dpi (1 dpi ステップ） 

光学解像度： 600 dpi 




2値、グレースケール、カラー、 


階調 


マルチスト U - ム （ Mult 旧 tream ) : 2値&グ 
レー、2値&カラー 


画像処理 

画像強調、ダイナミックスレッシュホールド、像 
域分離、鏡像、地色追従 


圧縮 

JPEG (カラー、グレースケール） 



サイズ 

48 X 70 mm 〜2 ] 6 x 2,540 mm で 


読み取0原稿 

厚み 

日.□目〜日.2 mm 



搬送巧部原稿重量 

4日〜209 g / m ^ 


読み取0カード’3 

サイズ 

85.6 X 54 mm 


厚み 

日.76 mm 
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必要なとさ 


項目 

KV - S 104 已 CN 

読み取り部 

給紙トレイの容量 

7已枚旧0 吕 / m 2 • 新紙） 

排紙トレイの容量 

7已枚旧0 邑 / m 2 • 新紙） 

製品寿命 

已00,000枚 

□-ラー交換 *4 

] 00,000枚 

メンテナンス 

□ーラー、センサー、読み取り面ガラスは、週に 
一度または2,000枚読み取り後のいずれか早い時 
期に清掃してください。 

本体 

外形寸法 

(横幅 X 奥行き X 高さ） 

317 X 209 X 196 mm 

姐 f 紙トレイを閉じ、給紙トレイを取り付けていな 
い状態） 

お g 

貨里 

4.5 kg 

電源 

交流 （ AC アダプター） 

AC ] 00〜] 20 V , 50/60 Hz 

AC 220 〜240 V , 50/60 Hz 

消費電力 

最大 

(スキャナー読み 
取0時） 

38 W 

最小 
(待機時） 

23 W 

省電カモード 

已 .3 W 政下 

電源スイッチ 
彻）時 

0.3 \m 下 

( AC アダプター接続時） 

使用環境 

温度： ] 已〜30で、湿度： 20 - 80 % 

保存環境 

温度： 〇〜40で、湿度： ] 〇〜80 〇/〇 


• dpi : ドツト/インチ 


‘1読み取り速度は、使用するコンピューター、オペレーティングシステム、アプリケーション、測定方法、画像のデー 
夕量および紙質によって異な D ます。読み取り速度は、弊社測定ち法によるちのです。 

*2 規定外の原稿サイズを使用した場合は、読み取り品質は保証でをません。 

*3 エンボスカードの読み取りち可能 

’ 4 製品寿命および交換周期は A4 サイズの普通紙（日4 旨 /m2 または80 g/m 2 ) を使用した場合の目まです。原稿、 
使用頻度、清掃の状態によってはこれより短くなることもあります。 
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索引 


索引 

英数字 

AC アダプター13,48 
ADF ドア 12 
CPU 3 

Drivers & Utilities / Manuals CD-ROM 48 
に D (ホ） 12,14 

に D 縮） ] 2, ] 4 

USB ケーブル13, 48 
USB コネクター ]3 

あ行 

圧縮 49 
ま全上のごを意已 
インターフェース 3 
エネルギースター 3 
お手入れ 
外側の清掃 29 

読み取りガラス、基準エ U アの清掃と重送検知セン 
サー 3已 
□ーラーの清掃 31 
オペレーティングシステム 3 
お手入れについて 29 

か行 

力ード専用ガイド13,48 

外形寸法已〇 

解像度 49 

階調 49 

画像処理 49 

紙づまり 23 

給紙延長トレイ]2 

給紙トレイ12,48 

給紙トレイの容量已〇 

原搞 

原稿を読み取る 20 
読み取0可能な原稿17 
読み取りび困難な原稿]8 
原稿ガイド ] 2 
故障かなと思ったとさ 44 
コント□-ルシート 27 
コンピューター 3 

さ行 

再包装 47 
システムの必要条件 3 


質量已〇 

重送検知機能1日 

重送検知センサー 30, 36 

仕様 49 

使用環境已〇 

消費電力已〇 

消耗品 37 

消耗品の交換 38 

スタート/ストップボタン]2 

製品寿命已〇 

セキュ U ティース□ット]2 

た行 

正しくお使いいただくためのお願い日 
電源已〇 

電源コード ] 3, 48 
電源コネクター ] 3 
電源スイッチ]3, ]4 
扉開閉ボタン]2 
取扱説明書（設置編） 48 

は行 

八ードディスク 3 
排紙延長トレイ]2 
排紙ストッパー12 
排紙トレイ]2 
排紙トレイの容量已〇 
保を環境已〇 

ま行 

メモリー 3 
メンテナンス已〇 

や行 

ユーヴーユーティ U ティー 34,43 

読み取0カード 49 

読み取り原稿 49 

読み取り速度 49 

読み取0方法 49 

読み取0面 49 

読み取0ランプ]2 

5行 

□ —ラー 

給紙□ーラー 41 
U 夕ード□-ラー 39 
□ーラーク U - ニンク'ペーパー 9, 30, 37 
□— ラー交換已〇 
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■本製品は日本国内用です。国外での使用に対するサービスは致しかねます。 

This product is designed for use in Japan. 

Panasonic cannot provide service for this product if used outside Japan. 
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